
 

 
１ 学校教育目標 

 
 
 
２ 本校教育の在り方 

  
 
 
 
 
 
 
３ 学校経営方針（大切にしていくこと）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学校経営の重点（特に重点的に取り組むこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確かな学力を身につけ 心豊かで たくましい生徒の育成を図る 

(1)目指す学校像 

笑顔があふれ 自らの夢や希望を実現できる学校 

(2)目指す生徒像 

 自ら学び 思いやりがあり たくましく生きる生徒 

(3)目指す教師像 

教育愛に燃え、幅広い専門性と人間性をもった教師 

(1)after コロナを見据えて「学校は楽しい」と感じる「魅力ある学校」を目指す 

 ・楽しい＝充実感、達成感・・・実感できる場（評価、ふりかえり） 

 ・学校に「居場所」があること…仲間の中で「絆」＝「支えあい」があること 

(2)生徒・保護者・教職員にとって安心・安全な学校を目指す 

・学校が、教職員が「危険性」への最大のリスクマネジメントを 

・生徒自身が「危機回避」する「能力」と「実践」ができること 

(3)夢や希望をもって、これからの時代を生き抜く生徒の育成を目指す 

 ・生徒1 人ひとりの「夢」「希望」を明確に⇒キャリア教育の充実（進路学習） 

 ・「夢」を見出し「夢」をかなえるため、「何をすればよいか？」 

 ・教師が歩み寄り「一緒に悩み、一緒に実現」・・・中学校の醍醐味 

(4)当たり前のことが当たり前にできる中学生を目指す（「凡事徹底」） 

 ・一見当たり前のことを「最大限」称賛できる「教師」を目指す 

 ・何気ない言葉かけ、「ありがとう」のことばが支える自己有用感を育む 

(5)全職員の協働による教育活動を展開する 

 ・教職員それぞれの「思い」「方向性（ベクトル）」をそろえる 

  （相互補完、互助の精神、「ゆずりあい」より「かかわりあい」） 

組織目標 

 心と学びの「支えあい」が実感できる教育活動の推進 

重点目標 

(1)ピア・サポート活動の見直しによる学級・学校づくり ⇒Ｒ５・６研究テーマ 

 ・心の「支えあい」を実感させるピア・サポート⇒「ありがとう」の言葉かけ 

・居場所づくり・絆づくりを常に意識したSGE、AST、SSTの展開 

 ・教育相談（心・学び）の充実 …生徒とのチャンス面談の意図的な設定 

  

(2)１人１台端末を活用した新しい授業構想による授業改善 

・個別最適な学びの実現に向けた指導法・評価方法の見直し（学習ログの活用） 

・対話的・協働的な学び、探究的な課題（困難）の「支えあい」による解決の実感 


